
総事業費  9,984,000円

事業目的/概要

連携IT企業

本事業で見込まれる効果

本事業終了後のビジネス展開や今後のDXに向けた取組
～めざす姿～

事業者名 ： 株式会社宮古新報 （所在地：宮古島市/業種：新聞発行業）

●事業者名 ： 株式会社リチャージ

事業概要スキーム等

●AIを活用した記事文章作成ツールを導入し、記事執筆を省力化し、高度化する。

●記者が行う記事執筆業務のうち、取材した情報をもとに記事文章を作成する業務をAI
と協働で行うことで、省力化する。
①AIによる記事文章作成ツールの開発と導入
②自動記事文章作成ツールの開発と導入
③最適な校正ツールの選択と導入
④記事題材リサーチツールの開発と導入

事業内容

●業務の一部をツールが代替することで、記事執筆を省力化
●AIツールと校正ツールを活用し、正確な記事文章を省力的かつ早く作成
●リサーチツールによる、記者の取材力とSNSの情報を活かした記事の執筆
●AIツールへの業務代替により、記者が独自性の高い記事執筆に集中できる
●幅広い情報を活用した独自性の高い、地域密着型記事の発行

●AIが収集した情報を活用したデジタルメディアへの拡大（WEB紙面、動画配信等）
●AIツールを提供することで、宮古島民が積極的に文章作成や情報発信できる環境づくり
●AIツールを通した、文章作成能力やAI技術の学びの機会の提供

●人間とAIがそれぞれの強みを活かし協業することにより品質の高い新聞の発行
●宮古島島民と連携した、地方紙としての強みを活かした、地域密着型メディアの構築

●紙面新聞の信頼性とデジタルメディアのスピード感と拡散性を併せ持った、新しいグローカル
でマス/パーソナルメディアを宮古島から世界に発信する

Phase１

• AI導入による
人手不足の解消
→生産性向上

Phase２

• 独自取材記事の
強化
→競争力向上

Phase３

• デジタルメディア
の強化
→新規顧客獲得

Phase４

• ローカル記者の
育成
→地域の人材育成

～AIを活用した記事文章作成ツールの導入による人手不足の解消～

人とAIが協働する、新時代の地域密着型メディアの構築
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